
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

大雨・地震等の災害発生時に備え、応急対策業務が円滑・確実に実施されるよう、（一社）愛知

県建設業協会及び（一社）岐阜県建設業協会と災害対策車両の操作訓練を実施します。 

 

ＰＲＥＳＳ ＲＥＬＥＡＳＥ

１．概  要 

○木曽川上流河川事務所と一般社団法人愛知県建設業協会及び一般社団法人岐阜県建設業協 

会は、災害の拡大防止と被害施設の早期復旧に資することを目的として災害時の協力に関 

する協定を締結しており、災害発生時には協定に基づき木曽川上流河川事務所がそれぞれ 

の建設業協会に出動要請を行い、建設業協会が応急対策等を実施します。 

○本訓練を通じて、災害時に出動していただく各建設業協会会員企業の方々に、災害対策車 

両の操作方法を習得・習熟していただき、災害発生時の応急対策業務を円滑・確実に行い 

災害による被害の軽減や排水活動をより効果的に行うことを目指します。 

  なお、本訓練は愛知県・岐阜県を管理区間としている木曽川下流河川事務所も参加します。 

 

２．開催日時・場所・参加者  

  （１）令和５年６月１日（木）１３：００～１６：００ 

     長良川防災船着場（岐阜県羽島市桑原町地先）※別紙２参照 

一般社団法人愛知県建設業協会 会員企業 約２０名 

  （２）令和５年６月２日（金）１３：００～１６：００ 

      長良川防災船着場（岐阜県羽島市桑原町地先）※別紙２参照 

       一般社団法人岐阜県建設業協会 会員企業 約６０名 

 

３．訓練内容  木曽川上流及び木曽川下流河川事務所の保有する災害対策車両を用いた操作訓練 

※災害対策車両：対策本部車、排水ポンプ車、照明車 ※別紙３参照 

 

４．そ の 他  取材を希望される方は、別紙１「取材登録書」による事前申込みをお願いします。 

        また、当日の天候によっては、訓練を中止する場合がございます。 

        中止の判断をした場合は、取材登録書に記載の連絡先にご連絡いたします。 

 

５．解   禁  指定なし 

 

６．配 布 先  中部地方整備局記者クラブ、岐阜県政記者クラブ 

 

７．問合せ先  木曽川上流河川事務所 岐阜市忠節町５－１ 

TEL：058-251-1125（流域治水課直通） 

副 所 長 岩田 幸雄  

事業対策官 冨安 輝正 

 地域との絆・安心・潤い・憩いの木曽三川

令 和 ５ 年 ５ 月 ２ ９ 日 
国土交通省中部地方整備局 
木曽川上流河川事務所 

災害に備え、「災害対策車両の操作訓練」を実施します！ 
地域を守る建設業協会とタイアップ！ 

 



別紙１「取材登録書」 

令和５年度 建設業協会との災害対策車両操作訓練 

取材登録書  

 
標記の取材をご希望される報道機関におかれましては、事前登録のため、本紙にご記入の

うえ、期限までにＦＡＸまたはメールにて送信をお願いいたします。 

期限 令和 5年５月 31日（水）12時 00分まで 

 

１．報道機関名                

２．取材者 

(1)お名前（複数名の場合、代表者名） 

                      

(2)ご連絡先  TEL              

(3)取材人数               人 

※当日の天候によっては、訓練を中止する場合がございます。 

 中止の判断をした場合は、上記の連絡先にご連絡いたします。 

 

【送信先】以下の FAXまたはメールアドレス宛にご送信ください。 

木曽川上流河川事務所 流域治水課 

FAX番号：058-251-1150 

メールアドレス：cbr-kisojyo-chosa@mlit.go.jp 



【訓練場所】
長良川防災船着場
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車体を拡幅した時の室内の広さは１４畳で、
災害現場で会議室や仮眠所として使用できます。

無線機、ＦＡＸ、ＴＶなどを搭載。シャワー、
トイレ、などを装備し、災害
現場の対策本部として機能し
ます。２台を連結することが
でき、さらに広いスペースを
確保できます。

災害現場で夜間に十分な明るさを確保し、緊急作業
の効率を高めるとともに、安全な作業環境を確保しま
す。

明るさは、グラウンドのナイター照明塔１基に相当
します。
また、７階建ビルの屋上と同じ高さ
から現場を照らします。

災害現場で活躍する災害対策車両

対策本部車（たいさくほんぶ車）

排水ポンプ車（はいすいポンプ車）

照明車（しょうめい車）

◆現地対策本部として活躍
げんち たいさく ほんぶ かつやく

内水はん濫で緊急に排水が必要な時に使用し
ます。

１秒間にﾄﾞﾗﾑ缶約２．５本（30m3/分）の排
水が可能、小学校のプールを１０分ほどで空に
することができます。
１回の給油で約１３時間稼
働します。

◆小学校のプールを約10分で空に
やく から

◆緊急夜間作業の安全と効率を確保
きんきゅうやかんさぎょう あんぜん こうりつ かくほ

さ い が い げ ん ば か つ や く さ い が い た い さ く し ゃ り ょ う

国土交通省木曽川上流河川事務所
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